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１．研究の背景

現在、複数の抗菌薬が効かない多剤耐性菌が出現し、耐性菌感染症は医療従事者が直面する重要な問題である。薬剤

排出ポンプは抗菌薬を菌の中から外に排出し、細菌を多剤耐性化させる。これまでに、薬剤排出ポンプが多剤耐性化に加え

て病原性発現に関与していることを明らかにしてきたが、薬剤排出ポンプによる多剤耐性化と病原性発現制御機構の詳細は

分かっていない。また、多剤耐性細菌を克服する有効な手段は未だ無い。

２．研究の目標

本研究では、細菌多剤耐性化と病原性発現制御における薬剤排出ポンプの役割を明らかにした上で、薬剤排出ポンプ阻

害剤の効果について検証し、多剤耐性菌感染症を克服する新しい治療法確立につなげる。

３．研究の特色

薬剤排出ポンプが抗菌薬耐性のみならず病原性発現に関与する点から考えると、排出ポンプは新規薬剤の魅力的なター

ゲットである。薬剤排出ポンプの阻害剤を検索することで、細菌の多剤耐性化を克服しながら、病原性を軽減させることのでき

る全く新しい治療法開発に役立つ。

４．将来的に期待される効果や応用分野

本研究は、多剤耐性菌感染症の予防や対策といったライフ・イノベーションに貢献し、安全・安心な社会の構築に役立つ。



研究の背景と目的

多剤耐性菌の出現→耐性菌感染症克服は喫緊の課題

薬剤排出ポンプは院内感染菌多剤耐性の大きな原因

多剤耐性を克服する有効な手段、薬剤排出ポンプをターゲットとした薬は未だ無い

多剤耐性化・病原性における薬剤排出ポンプの役割を解明
薬剤排出ポンプ阻害剤による多剤耐性菌感染症新規治療法の開発

病原細菌に潜む薬剤排出ポンプ群



新規創薬
ターゲット

病原感染細菌の
多剤耐性・病原性を同時に軽減する

新たな治療戦略を確立

(耐性遺伝子資源の解析等） (排出ポンプ生理的基質の決定等）

(排出活性測定新規デバイス開発等）

多剤耐性化における
排出ポンプの機能解明

病原性発現における
排出ポンプの機能解明

排出ポンプ阻害剤の
評価

研究計画と研究成果の波及効果

高齢化社会に突入し、免疫力が低下した患者が増加する中、
多剤耐性菌の対策は国を挙げて取り組まなければならない大きな問題

ライフ・イノベーションへの貢献

① 薬剤排出ポンプ阻害剤によ
り、多剤耐性を抑制する、これま
でにない新規治療法の確立

② 菌を殺さず、病原性を抑える
新たな治療戦略により多剤耐性
菌の出現を回避

③ 新規デバイスにより多剤耐性
菌の迅速検出が可能になる

これまでの抗菌薬使用・
多剤耐性出現サイクルを抑止

安全・安心な社会の構築
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